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＜いのちの尊さ「授業後の宿題」：家族や周りの大人にインタビュー＞

1) がんで、あと半年の命と医師に言われたら、どこでどんなふうに過ごしたいですか　
2) 2)その理由

小6女子の父親
1) 家族で旅行に出かけたい。おうちで楽しく過ごしたい。
2) 思い出をたくさん残したい。

小6男子の祖父
1) たまがわ温泉に行って療養をする。たくさん釣りやゴルフに行く。　
2) がんが治るかもしれないから、希望をもって。やり残すことがないようにしたい。

小6男子の母親
1) セカンドオピニオン、サードオピニオンをして、少しでも長く生きつづける方法をさがしたい。
2) 子どもたちの卒業などの未来を見たいから。

小6男子の母親
1) 支えてくれる家族の環境によって自宅かホスピスか選ぶ。
2) 家族の負担を増やす事が自分にとってストレス。最期の看取り方を互いに話し合い、どちらが安心
するのかは状況によって異なるため

小6男子の父親
1) 病院ではなく家族が居る家の個室で一日を過ごし、本当に必要な時のみ部屋に来てもらう。
2) 家族の顔が見ていたい。家族の知らない時に死にたくない。

小6男子の家族
1) 家か施設でゆっくり過ごしたいです。家族との時間を大切に使いたいです。私が知っている事や今
までの感謝を伝えたいです。

2) 治療はできる限り受けて生きる事を考えますが、その後は大切な家族と過ごす時間を優先して、悔
いのないように話をしたり、思いを伝えて自分の人生も大切にしてもらいたいと思うからです。

小6男子の母親
1) 家族の近くでいっしょに過ごす。
2) 死んだら会えなくなるので、最期までいっしょにいてあげたいから。

＜家族や周りの大人から、おうちで話し合った感想を書いてもらって下さい＞

小6女子家族
身内にまだ亡くなった人はいないので、子どもは初めて、死がどういうことか考えたのかなと思いま
す。命を大事にすることにあらためて考えることができたかなと思います。



小6女子家族
改めて健康で毎日当たり前の生活ができていることが幸せだと感じ、毎日を大切にしたいと思いまし
た。子どもたちにもそれを感じ、一日一日を大切に過ごしてもらいたいです。

小6男子家族
家族でがんについて話す機会はなかなかないので、家族でがんについて考える良い機会になりました。
これからも病気について、その後の生き方について、1人1人が考えて家族で話し合う時間を作りたいで
す。

小6男子家族
「自分が死ぬ」という事は頭では分かっているけど、実際どんな感じになるのか想像が難しい。どんな
最期を迎えたいかは1人1人違ったので、話し合う事の大切さを感じました。

小6女子家族
それぞれの考えがあり過ごし方は異なるかもしれませんが、皆家族への”思い”があることが分かりまし
た。家族の誰かが亡くなることはとても悲しく辛いことですが、避けることができない現実です。です
から今日の一日一日を自分にとっても家族の皆にとっても良い日となる様に精一杯生きていくことが大
切なのかなと思いました。

小6女子家族
病気について話し合ったことはなかったが、親の思っていることと似ている意見だったので、親子だな
と思った。病気にならないようにするにはどうしたらいいのか、しっかり考える必要があると思った。
もし病気になってしまっても家族みんなで支えたいと思う。

小6女子家族
身近な人が病気になったとき、どのように過ごしたいか、前もって話しておく事で、いざそうなったと
きにどうしたいか分かるのでよかった。

小6男子家族
私は以前、訪問看護師として働いていたこともあり、自宅での療養や自宅での看取りの大変さをよく
知っています。本人がどれだけ自宅で過ごすことを望んでも、家族のサポートがなければ難しいことで
す。このような事を家族で話したこともなかったので、今回このような話をできたことはとても良かっ
たと思います。


